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はじめに
　今日，日本国内をはじめ北海道や北海道内
においても江別市の児童の体力低下が指摘さ
れている。中学生の体力は改善傾向がみられ
るが，小学校においては依然として体力の低
下が指摘されている1）。筆者らは，平成21年度
から江別市教育委員会と連携し，「江別市内に
おける児童生徒の体力向上に関する実践的調
査研究」2）3）4）5）6）7）を行ってきた。平成21年
度は，「全国体力・運動能力，運動習慣等調査」
の結果から，江別市内のＡ小学校の児童生徒
の体力水準について分析を行った。平成22年
度は，大学近隣のＡ小学校２年生，３年生を
対象として，教員を目指す学生が中心となっ
て「朝の運動プログラム」を実施し，その効
果を検証した。平成23，24年度は対象者を1.2
年生として「朝の運動プログラム」を実施した。
　平成25年度は，これまでの朝運動プログラ
ムの目的である，「運動好きの子どもの育成」
「体力・運動能力の向上（特にコーディネーシ
ョン能力の向上）」に，上位学年の参加による
「ジュニアリーダー（以下，Jr.L）育成と異学
年交流」という新たな視点を加え実施するこ
とした。 
　平成26年度は，昨年度からの「Jr.L育成と
異学年交流」という視点を重視し，Jr.Lへの
指導の重点化をねらいとして実施した。
　本研究はそれらの内容・体力測定結果，ア
ンケート結果に基づき，朝の運動プログラム
の効果について検証することを目的とする。
研究方法
１．対象
　対象は，江別市内のＡ小学校（全校児童
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114名，平成26年５月１日現在）の１年生26
名（男子12名，女子14名）であった。昨年度
からの取り組みとして，「Jr.L育成と異学年
交流」という視点からJr.Lが一年生に運動遊
びを指導する場面を加えた。Jr.Lは過去３年
間に朝運動を経験してきた４～６年生で自主
的に参加を希望した22名（４年生６名，５年
生９名，６年生７名）が「Jr.L」として参加
した。Jr.Lには，「任命証」を渡し，リーダ
ーとしての自覚を促した。また，１年生との
合同日とジュニアリーダーのみでの活動とし
て「Jr.L会議」を設け交互に実施し「Jr.L会議」
では，１年生への指導に備え内容・ルールを
検討する活動とした。平成25年度は１年生の
参加日が33回，Jr.Lが26回であったが，平成
26年度は，ジュニアリーダーはすべての実施
日に参加し，１年生は17回の参加とし，Jr.L
への指導を重視した。
２．「朝の運動プログラム」内容
　対象の児童に対し，平成26年５月13日～
12月19日までの期間に，午前８時５分～25
分までの20分間に「朝の運動プログラム」を
全32回を実施した。
　「朝の運動プログラム」とは，体を動かす
遊びを中心とした運動プログラムの実践を通
して，運動の楽しさをこどもたちへ伝えるこ
とを目的とし，そのことによって子どもの生
活における運動習慣が促進され，体力・運動
能力の向上を図るものとした。同時にコミュ
ニケーション能力の醸成を図るために運動遊
びの形式を取り入れ，「生きる力」の基礎作
りもねらいとした。また，Jr.Lには異学年交
流による「リーダーシップ性育成」を目標と
して行われた。
　具体的な目標は以下の３点である。
１）運動・遊び好きの子どもの育成
　「汗を流すと気持ちいい」「運動することが
楽しい」と感じることのできる子どもの育成
をめざす。これにより生活スタイルの中に運
動を取り入れ，運動の習慣化の確立をねらう。
２）基礎的・基本的運動を学び，体力の向上
　様々な動きを体験し，あらゆる運動やスポ
ーツの基礎となる運動を学び，体力の向上を
めざす。
３）コミュニケーション能力の向上
　仲間とともに運動の場と時間を共有し，声
を合わせ体を動かしたり，競争して遊ぶこと
によって，コミュニケーション能力の向上を
めざす。特にJr.Lはリーダシップ性の育成を
目指した。
３．運動プログラムの指導体制
　教育職員を目指している北翔大学大学院生
涯学習学研究科１名，北翔大学生涯スポーツ
学部スポーツ教育学科の学生５名，同大学生
涯学習システム学部学習コーチング学科12
名，同大学短期大学部こども学科の学生３名
が中心となって，「朝の運動プログラム」の
指導にあたった。１回につき約10名～15名
の指導体制で，１名がメイン指導者となり，
他の学生がサブ指導者となって指導にあたっ
た。事前にプログラムの検討を行い，実施し
た。１年生との合同実習日はJr.Lがメイン指
導者となり，学生はその補助を行う体制とし
た。
４．プログラムの検証
　プログラム開始前と終了時に文部科学省の
「新体力テスト」を実施した。
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　新体力テストで実施した種目は，「握力」「上
体起こし」「長座体前屈」「反復横跳び」「20
ｍシャトルラン」「立ち幅跳び」の室内で実
施できる６種目であった。
　新体力テストの測定項目において，それぞ
れの平均値と標準偏差を算出し，５月と12月
の変化については，対応のあるｔ検定（両側）
を用いた。有意水準はp<0.05とした． 
結果および考察
１．運動プログラムの実践内容
　実施した運動プログラム概要を表１に示す。
　Jr.Lのみの活動日と１年生との合同日を交
互に実施し、Jr.Lのみの活動日を「Jr.L会議」
として１年生との実施プログラムの内容やル
ールを検討した。Jr.Lと１年生との合同日は，
１つ目のプログラムをJr.Lが主導し，１年生
に説明して一緒に行い，２つ目のプログラム
は大学生と１年生とで実施し，その間Jr.Lは，
振り返りと次回の課題との話し合いを行っ
た。１回目～４回目では、じゃんけんで勝つ
とペアの名前を呼びながら進む「ネーム跳び
じゃんけん」などといった跳運動や「リーダ
ー見つけ」といった走運動を実施し、Jr.Lと
１年生のコミュニケーションをはかる内容と
した。
　５回目～８回目では，支持運動として２人
組みで引っ張ったり引っ張られたりする「馬
車」や，フルーツに見立てた紙ボールを投げ
たりキャッチしたりする「フルーツキャッ
チ」，ボールを蹴る回数を制限して壁にシュ
ートを決める「キックANDキック」を実施
した。おもに走・投・支持運動が中心であっ
た。
　９回目・10回目では,跳び箱をよじ登った
り，ネットをくぐったりの動作をそれぞれ動
物に見立てながらダッシュで障害物を越えて
いく「変身！動物サーキット」を実施した。
　11回目，では走運動として，自分たちで作
成したかざぐるまをバトン代わりにしたチー
ム対抗戦のリレ 「ーまわれ！かざぐるま競争」
を実施した。
　12回目は,夏休み中の運動遊び課題として
「まわれ！かざぐるま競争」「紙ひこうきダッ
シュ」「紙てっぽう」を実施した。
　13回目では, 雑巾がけの姿勢を保ちながら
コース上のコーンをスラロームで進んでいく
支持運動「雑巾ゴー！ゴー！」や，うたに合
わせながらケンステップをリズミカルに跳び
進む「あんたがたどこさ」といった跳運動，
打ち上げたＧボールに紙ボールを投げ当てる
「ぶっつけ合戦」などの投運動を実施した。
　14回目は，夏休み中の運動遊び課題として
いた「まわれ！かざぐるま競争」「紙ひこう
きダッシュ」「紙てっぽう」 を実施し、夏休
み中の運動遊びを振り返った。
　15回目～17回目では，「雑巾ゴー！ゴー！」
や「あんたがたどこさ」，一年生コースと
Jr.Lコースに分かれてのサーキット「Ｗサー
キット」を実施した。
　18回目，19回目は, 平ゴムで囲いをつくり，
決められた範囲内で行う鬼ごっこ「牧場鬼」
や，平ゴム囲った範囲内でのドッジボール型
球技対抗戦「ジャングルサバイバル」を実施
した。
　20回目～23回目は,筒を持ってダッシュし
体育館中央の関所に見立てたビロロン棒に筒
を落とさず素早く通すという大動運動から微
細運動への変換をねらいとした「関所でござ
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る！」や，円陣をつくり座った状態で風船を
上へ打ち上げる「ラッコの風船つき」などの
支持運動を実施した。
　24回目～27回目では，特大風船を床に落
とさないようにグループで協力しながら打ち
進む「風船おみこしワッショイ！」や，走運
動として，４コーナーから同時にスタートし
障害物を越えながらのチーム対抗リレー「ぐ
るぐるリレー」を実施した。
　28回目～31回目までは，ボールを蹴り合い
相手のゴールに蹴りいれると得点となる「ゴ
ールANDゴール」や，円陣をつくり爆弾に
見立てたボールをパスでまわす「爆弾渡し」，
紙ボールを相手のコートに投げ入れるチーム
対抗の投運動「流星飛んだ」を実施した。
　32回目は，雲に見立てたポリ袋を床に落と
さないように打ち上げる「雪雲虹になれ」， 
白・黒に分かれ相手チームのオセロを自チー
ムの色に変える支持運動「オセロ競争」，壁
に向かってダッシュして壁を駆け上がり貼っ
表１　平成26年度　朝運動プログラム実施内容
回 月日 曜日 項　目 内　　容
１ 5/13 火 跳・走運動
（Jr.L）
ネーム跳びじゃんけん：ペアをつくりじゃんけんをする。勝つと「ペア
の相手の名前」を声に出しながら、名前の文字数だけ進む。（あいこ
と負けはそのまま）平ゴムを飛び越えたら折り返し、壁まで戻ったら
ゴール。
じゃんけん壁タッチ：ケンステップの中に入り指導者と右手でじゃんけ
んする。勝った人は右手側の壁へダッシュし大学生の手にジャンプ
タッチ。負けた人は反対側の壁へダッシュし大学生の手にジャンプ
タッチ。帰りもダッシュで戻りケンステップ内で５回片足ジャンプし
てから座ることでゴールとなる。あいこの人はその場（ケンステップ
内）で指導者のマネをしながら全員の到着を待つ。
２ 16 金 跳・走運動
（Jr.L・1年生）
ネーム跳びじゃんけん：ペアをつくりじゃんけんをする。勝つと「ペア
の相手の名前」を声に出しながら、名前の文字数だけ進む。（あいこ
と負けはそのまま）平ゴムを飛び越えたら折り返し、壁まで戻ったら
ゴール。
じゃんけん壁タッチ：ケンステップの中に入り指導者と右手でじゃんけ
んをする。勝った人は右手側の壁へダッシュし大学生の手にジャンプ
タッチ。負けた人は反対側の壁へダッシュし大学生の手にジャンプ
タッチ。帰りもダッシュで戻りケンステップ内で５回片足ジャンプし
てから座ることでゴールとなる。あいこの人はその場（ケンステップ
内）で指導者のマネをしながら全員の到着を待つ。
３ 20 火 走・投運動
（Jr.L）
リーダー見つけ：大学生がJr.Lのほうへ走りペアを見つける。
フルーツキャッチ：フルーツに見たてた紙ボールをペアに向かって投げ
る。飛んでくる紙ボールを床に落とさないように袋でキャッチをする。
制限時間内に紙ボールを多くキャッチできたペアの勝ちとなる。数は
ペアごとに数え、最後は紙ボール拾い競争とし片付ける。
４ 23 金 走・投運動
（Jr.L・１年生）
リーダー見つけ：一年生がJr.Lのほうへ走りペアを探す。ペアになった
ら指導者の前に集まり座る。
フルーツキャッチ：フルーツに見たてた紙ボールをペアに向かって投げ
る。キャッチ手は飛んでくる紙ボールを床に落とさないように袋で
キャッチをする。２回戦目は、投げ手とキャッチ手が交代し制限時間
内に紙ボールを多くキャッチできたペアの勝ちとなる。最後は紙ボー
ル拾い競争とし片付ける。
ケンステップ鬼：ケンステップ各５色ごとに大学生５人が鬼となる。鬼
は捕まらないように逃げ、鬼を捕まえるとケンステップを一つもらえ
る。鬼の持つケンステップが無くなったら終了。鬼を何度も捕まえて
ケンステップを多く集める。
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５ 6/17 火 （Jr.L）
馬車：リングバトンに縄を縛った道具を用いて，二人一組で引っ張った
り引っ張られたりする。引っ張られる人はＶ字・うつ伏せの姿勢をと
り体に力を入れ，引っ張る人は思いっきり勢い良く縄を引っぱり体育
館を一周する。
６ 27 金 走・投運動
（Jr.L・1年生）
フルーツキャッチ対抗戦：フルーツに見たてた紙ボールを仲間チームに
向かって投げる側と袋で受ける側に分かれて、時間内に袋で収穫でき
た量を競うチーム対抗戦。終了の合図でキャッチしたフルーツをチー
ム毎ダンボールへ移し、集まったフルーツの量で勝敗を決める。
キックANDキックシュート：大学生が壁に向かって蹴るボールを一年
生が走って追いかけ壁に向かってシュートする。大学生の蹴るボール
を一年生は１回のキックしかできない。壁にシュートができると１点
もらえる。
７ 7/1 火 （１年生）
とおりゃんせ：大学生が平ゴムを持ち，１年生は詩を唱えながら平ゴム
に体が触れないようにくぐったりまたいだりする。平ゴムに体が触れ
てしまったら持ち手と交代する。
８ ４ 金 支持・跳・走運動
（Jr.L＆１年生）
キックANDキックシュート：Jr.Lが壁に向かって蹴ったボールと同時に
１年生は走って追いかけ壁に向かってシュートする。Jr.Lと１年生は
どちらも１回のキックしかできず壁にシュートがきまると１点となる。
ぐるぐるリレー：４コーナーから同時にスタートし、コース上の障害物
を越えながら全力で走るチーム対抗のリレー。１人一区間走り、全員
が走り終わったら第一走者がコース中央の指導者の腕へリングバトン
をかける。リングバトンをかけた順に順位が決まる。
９ ８ 火
支持・バランス・
跳・走運動
（Jr.L）
変身！動物サーキット：スタートと同時にダッシュし、跳び箱によじ登
りマットに飛び降りる。ネットに引っかからないように四つん這いで
くぐり、スピードを落とさないようにカーブを描きながらダッシュし
コーンの回りをジグザグ走で進む。最後はエバーマットの前のミニ
コーンの手前で、両足で踏切、エバーマットにからだを投げ出すよう
に両手を前に伸ばしダイビングする。
10 11 金
支持・跳・走運
動
（Jr.L・１年生）
変身！動物サーキット：スタートと同時にダッシュし、跳び箱によじ登
りマットに飛び降りる。ネットに引っかからないように四つん這いで
くぐり、スピードを落とさないようにカーブを描きながらダッシュし
コーンの回りをジグザグ走で進む。最後はエバーマットの前のミニ
コーンの手前で、両足で踏切、エバーマットにからだを投げ出すよう
に両手を前に伸ばしダイビングする
カンガルーの遠足：ケンステップを並べて、うたに合わせてケンケン
パーと両足でリズミカルに跳び進む。鼓動を感じながら一定のリズム
で跳び続けることがねらいとなる。終了の合図があるまで繰り返し活
動する。
11 18 金
支持・バランス・
跳・走運動
（Jr.L）
まわれ！かざぐるま競争：作成した風車を手に持ち、壁へ向かってダッ
シュし帰りもダッシュで戻ってくる。チームに分かれて風車をバトン
代わりにチーム対抗戦でリレーを行う。
紙飛行機ダッシュ：全員が一列に並び、何回で壁まで到達するかを競う。
壁についたらダッシュで戻る。
紙てっぽう：数人グループで輪になり、紙てっぽうを同時に鳴らし一つ
の音に聞こえるように挑戦したり、一定のリズムで順番に鳴らすこと
で連続して聞こえるように挑戦する。
12 22 火
支持・バランス・
跳・走運動
（Jr.L・１年生）
まわれ！かざぐるま競争：作成した風車を手に持ち、壁へ向かってダッ
シュし帰りもダッシュで戻ってくる。チームに分かれて風車をバトン
代わりにチーム対抗戦でリレーを行う。
紙飛行機ダッシュ：全員が一列に並び、何回で壁まで到達するかを競う。
壁についたらダッシュで戻る。
紙てっぽう：数人グループで輪になり、紙てっぽうを同時に鳴らし一つ
の音に聞こえるように挑戦したり、一定のリズムで順番に鳴らすこと
で連続して聞こえるように挑戦する。
北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要　第６号18
13 8/22 火
支持・バランス・
跳・走運動
（Jr.L）
ぞうきんゴー！ゴー！：ぞうきんかけの姿勢でコース上のコーンをスラ
ロームで進み平ゴムをまたいだら帰りは自コースの横を戻ってくる。
ぶっつけ合戦：５～６人で円形になり、大学生が投げ上げるＧボールを
狙って紙ボールを投げ当てる。Ｇボールの動きをよく見てタイミング
よく紙ボールを投げることがねらい。
14 26 火
支持・バランス・
跳・走運動
（Jr.L・１年生）
ケンステップ鬼：ケンステップを持つ鬼を追いかけて捕まえるとケンス
テップを一つもらえる。鬼の持つケンステップが無くなったら終了。
鬼を何度も捕まえてケンステップを多く集める。
ぐるぐる縄跳び：連続して何回跳べたかを評価する。
紙ひこうき：どこまで飛ばすことが出来たかを評価する。
紙てっぽう：どれくらい大きな音を鳴らせたかを評価する。
　種目ごとに分かれ一年生とJｒLが一緒に遊ぶ。種目は自分で選択す
るが各種目を全て体験する
15 9/2 火
持・バランス・
跳・走運動
（Jr.L）
ぞうきんゴー！ゴー！：ぞうきんかけの姿勢でコース上のコーンをスラ
ロームで進み平ゴムをまたいだら帰りは自コースの横を戻ってくる。
ぶっつけ合戦：５～６人で円形になり、大学生が投げ上げるＧボールを
狙って紙ボールを投げ当てる。Ｇボールの動きをよく見てタイミング
よく紙ボールを投げることがねらい。
16 ９ 火
支持・バランス・
跳・走運動
（Jr.L・１年生）
ぞうきんゴー！ゴー！：ぞうきんかけの姿勢でコース上のコーンをスラ
ロームで進み平ゴムをまたいだら帰りは自コースの横を戻ってくる。
あんたがたどこさ：ランダムにケンステップを並べて、うたに合わせて
リズムよく片脚ケンケンで進む。鼓動を感じながらリズミカルに跳ぶ
ことがねらい。
17 16 火
支持・バランス・
跳・走運動
（Jr.L・１年生）
Ｗサーキット：１年生コースとJr.Lコースに分かれてのサーキット。
　１年生はスタートと同時にダッシュし棒に吊るした雑巾を垂直ジャン
プで取り、雑巾がけの姿勢を保ちつつカーブを進み終点のバケツに雑
巾を入れたらダッシュし跳び箱によじ登りマットに飛び下りる。最後
はエバーマットに両足で踏切りフラフープに体が当たらないようにか
らだを投げ出しダイビングする。Jr.Lはスタートと同時にダッシュし
コーンをスラロームで進み大学生が持つ雑巾を奪い雑巾がけの姿勢を
保ちつつ勢いよくカーブを進む。終点のバケツに雑巾を入れダッシュ
しスピードにのったまま跳び箱をよじ登りマットに飛び下りる。最後
はエバーマットに両足で踏切りフラフープに体が当たらないようにか
らだを水平に投げ出しダイビングする。
18 19 金
支持・バランス・
跳・走運動
（Jr.L）
ジャングルサバイバル：決められた範囲内・時間内（２分間）でのドッ
ジボール型球技対抗戦。平ゴムで３ステージ（森・林・木　それぞれ
の範囲は異なる）の囲いをつくり、最初にJr.Lは全員、森ステージの
中に入る。大学生は外周からボールを投げ、Jr.Lは当たらないように
逃げる。ステージ毎にもらえる得点が異なり、ボールを当てられたら
森→林→木ステージへと順に移動していき、終了時にどこのステージ
に残っているかで得点を計算する
19 26 金
支持・バランス・
跳・走運動
（Jr.L・１年生）
牧場鬼：平ゴムで囲い決められた範囲内での鬼ごっこ。平ゴムには体が
触れてはならず、平ゴムの大きさは変化したり移動したりする。
ジャングルサバイバル：決められた範囲内・時間内（２分間）でのドッ
ジボール型球技対抗戦。平ゴムで３ステージ（森・林・木　それぞれ
の範囲は異なる）の囲いをつくり、最初にJr.Lは全員、森ステージの
中に入る。大学生は外周からボールを投げ、Jr.Lは当たらないように
逃げる。ステージ毎にもらえる得点が異なり、ボールを当てられたら
森→林→木ステージへと順に移動していき、終了時にどこのステージ
に残っているかで得点を計算する
20 30 火
支持・バランス・
跳・走運動
（Jr.L）
関所でござる！：筒を２個持ってスタートし体育館中央の関所の関門に
見立てたビロロン棒に持っている筒を通して門を開け、ダッシュして
向こう側の仲間に渡す。筒はバトン代わりとなり次の走者へ渡すリ
レー形式のチーム対抗戦である。
座り風船つき：円陣をつくり、座った状態のままで風船を上へ打ち上げ
る。風船を落とさずに何回打ち上げられたかを競う。円陣を作るとき
は両手を広げて隣の人にぶつからないように広がる前後左右あらゆる
方向に倒れたり体を伸ばしたりする。
19
21 10/3 金
支持・バランス・
跳・走運動
（Jr.L・１年生）
座り風船つき：円陣をつくり、座った状態のままで風船を上へ打ち上げ
る。風船を落とさずに何回打ち上げられたかを競う。円陣を作るとき
は両手を広げて隣の人にぶつからないように広がる前後左右あらゆる
方向に倒れたり体を伸ばしたりする。
関所でござる！：筒を２個持ってスタートし体育館中央の関所の関門に
見立てたビロロン棒に持っている筒を通して門を開け、ダッシュして
向こう側の仲間に渡す。筒はバトン代わりとなり次の走者へ渡すリ
レー形式のチーム対抗戦である。
22 11/14 金
支持・バランス・
跳・走運動
（Jr.L）
関所でござる！：筒を２個持ってスタートし体育館中央の関所の関門に
見立てたビロロン棒に持っている筒を通して門を開け、ダッシュして
向こう側の仲間に渡す。筒はバトン代わりとなり次の走者へ渡すリ
レー形式のチーム対抗戦である。
ラッコの風船つき：円陣をつくり、座った状態のままで風船を上へ打ち
上げる。風船を落とさずに何回打ち上げられたかを競う。円陣を作る
ときは両手を広げて隣の人にぶつからないように広がる。体を後ろに
倒した上体をラッコに見立て前後左右あらゆる方向に倒れたり体を伸
ばしたりする
23 18 火
支持・バランス・
跳・走運動
（Jr.L・１年生）
関所でござる！：筒を２個持ってスタートし体育館中央の関所の関門に
見立てたビロロン棒に持っている筒を通して門を開け、ダッシュして
向こう側の仲間に渡す。筒はバトン代わりとなり次の走者へ渡すリ
レー形式のチーム対抗戦である。
ラッコの風船つき：円陣をつくり、座った状態のままで風船を上へ打ち
上げる。風船を落とさずに何回打ち上げられたかを競う。円陣を作る
ときは両手を広げて隣の人にぶつからないように広がる。体を後ろに
倒した上体をラッコに見立て前後左右あらゆる方向に倒れたり体を伸
ばしたりする。
24 21 金
支持・バランス・
跳・走運動
（Jr.L）
風船おみこしワッショイ：グループをつくり３人で特大風船を床に落と
さないように全身を使ってリカバリーしながら上へ打ち上げながら進
み向こう側の仲間に渡す。特大風船はバトン代わりとなり次の走者へ
渡す。リレー形式のチーム対抗戦である。
爆弾渡し：円陣をつくり、爆弾に見立てたボールをパスでまわす。パス
は下から投げることとし、ボールを持ったと同時に横の人以外にパス
をまわさなければならない。前・左右を飛び交うボールをよく見て判
断することがねらい。
25 25 火
支持・バランス・
跳・走運動
（Jr.L・１年生）
数集まり：うたに合わせてリズミカルにスキップで移動する。うたが止
まると同時に指導者が発表した数字の数と同じ人数で近くの人とグ
ループをつくり座る。
風船おみこしワッショイ：グループをつくり３人で特大風船を床に落と
さないように全身を使ってリカバリーしながら上へ打ち上げながら進
み向こう側の仲間に渡す。特大風船はバトン代わりとなり次の走者へ
渡す。リレー形式のチーム対抗戦である。
26 28 金
支持・バランス・
跳・走運動
（Jr.L）
越えてくぐってぐるぐるリレー：４コーナーから同時にスタートし、
コース上の障害物を越えながら全力で走るチーム対抗のリレー。アウ
トコースで横を走り抜けるかインコースの跳び箱を踏み込んで進むか
を選択し進み、コース上の平ゴムに触れないように低姿勢でくぐり抜
けダッシュする。
進め！風船つき：前プログラムのチームで１人ずつ特大風船を床に落と
さないように前方へ打ち上げ移動しながら進み向こう側の仲間に渡
す。特大風船はバトン代わりとなり次の走者へ渡すリレー形式のチー
ム対抗戦。
27 12/2 火
支持・バランス・
跳・走運動
（Jr.L・１年生）
数集まり：うたに合わせてリズミカルにスキップで移動する。うたが止
まると同時に指導者が発表した数字の数と同じ人数で近くの人とグ
ループをつくり座る。
越えてくぐってぐるぐるリレー：４コーナーから同時にスタートし、
コース上の障害物を越えながら全力で走るチーム対抗のリレー。アウ
トコースで横を走り抜けるかインコースの跳び箱を踏み込んで進むか
を選択し進み、コース上の平ゴムに触れないように低姿勢でくぐり抜
けダッシュする。
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28 ５ 金
走・投・跳・支持
運動
（Jr.L）
雪そりリレー：リングバトンに縄を縛った道具を用いて，３人１組で
引っ張ったり引っ張られたりするリレー形式のチーム対抗戦。引っ張
られる人は体に力を入れて床に脚がつかないようにし、引っ張る人は
思いっきり勢い良く縄を引っぱっていき向こう側の仲間と交代する。
爆弾渡し：円陣をつくり、爆弾に見立てたボールをパスでまわす。パス
は下から投げることとし、ボールを持ったと同時に横の人以外にパス
をまわさなければならない。前・左右を飛び交うボールをよく見て判
断することがねらい。
29 ９ 火
支持・バランス・
跳・走運動
（Jr.L・１年生）
見つけてダッシュ：うつ伏せの状態からスタートの合図で起き上がり壁
に向かってダッシュ＋タッチする。スタート時とは別な位置に移動し
て手を広げている指導者の前にダッシュで戻ってきて座る。
ぐるぐるリレー：４コーナーから同時にスタートし，コース上の障害物
を越えながら全力で走るチーム対抗のリレー。１周走ったら次の人へ
リングバトンを渡し，アンカーの人は１周走りきった後に自チームの
先頭へリングバトンを渡す。先頭はダッシュしコース中央の指導者の
腕へリングバトンをかける。早くリングバトンをかけた順に順位が決
まる。
30 12 金
支持・バランス・
跳・走運動
（Jr.L）
急げ修理屋さん：修理屋さんが素早く確実に修理する様子に見立てて遊
ぶ。２チームに分かれて、ランダムに置かれた尻尾付き紙ボールを拾
い、棒に貼ってあるテープを１枚取って紙ボールの尻尾を補強したら
ダッシュで運び自チームのバケツへ移す。１回で修理して運べるボー
ルは１個とし、どれだけボールを運べるかを競う。ボールは100個で
スタートし全部無くなった時点で終了。自チーム毎に数を数えて多く
修理し運んだほうが勝ちとなる。
流星　飛んだ：２チームに分かれ、スタートの合図とともに尻尾付き紙
ボールを相手コートに投げいれる。終了時に相手コートに多く紙ボー
ルを投げ入れる事が出来たチームの勝ちとなる。
31 16 火
支持・バランス・
跳・走運動
（Jr.L・１年生）
ゴールANDゴール：２チーム対抗戦でボールを蹴り合い相手チームの
ゴールに蹴りいれると得点となる。１人でけり続けること（ドリブル）
は出来ないのでメンバーでボールを繋ぎ得点を競うゲーム。
朝運動のまとめ：みんなdeオセロサーキットの結果表を元にチームの
特徴を分析する。一年生とjr.Rが朝運動の活動を振り返る時間。
32 19 金
支持・バランス・
跳・投運動
（Jr.L・１年生）
※児童が各自好
きなプログラム
を選択実施。
雪雲　虹になれ：雲に見立てたポリ袋を床に落とさないように打ち上げ
る。袋の落ちてくる位置を予測しながら寝そべったり、転がったりし
て声を出して数を数えて遊ぶ。一人でも立ち上がったらそこまでの数
で終わり。
オセロ競争：白・黒に分かれ相手チームのオセロを自チームの色に変え
る。１分間に両手を使い何度も繰り返すことができる。終了時に多い
チームの勝ちとなる。
壁かけあがり：壁に向かってダッシュして壁を駆け上がり貼ってある
シートにタッチする。タッチしたシートによって点数が異なる。得点
を競うゲームである。
カンガルー印の宅急便屋さん：両サイドからそれぞれ荷物を抱えて、歌
を歌いながらケンステップを両足でリズミカルに跳び進み『えっさっ
サ』のサでケンステップをまたぐ。向かい側から来た人にであったら
荷物でタッチしたら終了。スタート地点に戻る。
赤・白チームで落とせ！新聞紙：最初に分けた赤・白チームに分かれて、
紙ボールを自チームの新聞紙めがけて思いっきり投げる。終了時に紙
ボールをたくさんぶつけた形跡（ビリビリ度）が大きいチームの勝ち
となる。何時でも抜け出してぶつけることが可。
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図１　紙でっぽう
①Jr.Lが紙ボールを投げる
①紙飛行機を投げる
①Jr.Lがソフトボールを蹴る　
図４　ぞうきんゴー！ゴー！
図２　まわれ！かざぐるま競争
図５　フルーツキャッチ
図６　キックANDキックシュート
②一年生がビニール袋でキャッチ
②着地地点に向かってダッシュ
②一年生が追いかけ
図３　紙飛行機ダッシュ
③壁に向かってシュート
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てあるシートにタッチする「壁かけあがり」，
　ボールを抱えて歌を歌いながらケンステッ
プを両足でリズミカルに跳び進む「カンガル
ー印の宅急便屋さん」，紙ボールを自チーム
の新聞紙めがけて思いっきり投げる「赤・白
チームで落とせ！新聞紙」を実施し，児童が
自由に選択して活動できる内容とした。
２．児童の体力および運動能力の変化
１）新体力テストの５月と12月との比較
　表２,表３にプログラム開始時（５月）と
終了時（12月）のＡ小学校の新体力テストの
測定結果を示した。
　１年生男子11名に関しては，５月の平均値
と比較して，12月の平均値はすべての項目で
向上した。特に，握力，上体起こし，シャト
ルランで有意な差がみられた。また握力以外
の全ての種目において小学校１年生男子の全
国平均値８）を上回った。
　１年女子14名に関しては，長座体前屈，反復
横とびを除く全ての項目で５月より12月の方が
高い値となった。また，シャトルランで有意な
差がみられた。全国平均値と比較すると，立ち
幅跳びとシャトルランが高い値であった。
　以上のことから，指導した朝運動プログラ
ムは１年生男子に対しては有効であったが、
女子に対しては、持久力の育成には効果があ
ったが、柔軟性、反復横跳びの平均値が低下
したことは課題といえる。今回、これまでの
取り組みに比べ、１年生の参加回数が少なか
ったこと，また，Jr.Lがメインの指導を行う
ため，実際の運動時間が短かったことがその
原因の一つと考える。Jr.L育成と１年生の体
力向上をバランスよく行う必要がある。
表２　新体力測定結果　Ａ小学校　１年生男子（n=11）
立ち幅跳び 握力 長座体前屈 上体起こし 反復横跳び シャトルラン
最大値 左右平均 最大値 最大値 最大値 最大値
全国平均男子（H25） 114.9 9.5 25.8 11.5 27.4 18.8
標準偏差（SD） 18.39 2.31 6.44 6.02 4.63 9.46
男子（５月） 115.1 7.9 26.1 11.3 25.6 16.8
（SD） 43.2 3.8 11.7 5.7 9.6 12.5
男子（12月） 129.2 9.3 28.4 14.4 29.6 25.0
（SD） 17.8 2.4 7.3 3.8 4.7 13.1
ｔ検定５月vs12月 n.s. ＊ n.s. ＊ n.s. ＊＊
n.s.：no signiﬁ cant，*：p<0.05，**：p<0.01　
表３　新体力測定結果　Ａ小学校 1年女子（n=14）
立ち幅跳び 握力 長座体前屈 上体起こし 反復横跳び シャトルラン
最大値 左右平均 最大値 最大値 最大値 最大値
全国平均女子（H25） 107.4 8.7 28.0 28.0 26.1 15.9 
標準偏差（SD） 16.7 2.13 6.41 6.41 4.07 6.60
女子（５月） 105.4 7.7 27.0 11.1 25.5 11.5 
（SD） 11.6 1.6 6.4 4.6 2.3 6.7 
女子（12月） 107.8 8.3 25.3 12.9 24.0 19.3 
（SD） 34.2 2.6 11.1 5.3 7.4 8.0 
ｔ検定５月vs12月 n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. ＊
n.s.：no signiﬁ cant，*：p<0.05，**：p<0.01　
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３．アンケート調査結果
　全プログラム終了後に対象の児童と保護者
にアンケートを実施した。
１）１年生へのアンケート
　１年生へのアンケートの集計結果を表４～
８に示す。
　「朝の運動は楽しかったですか？」（表４）
という問いに対して，「①とても楽しかった」
と回答したのが21名であった。「②楽しかっ
た」と回答したのが３名，「③楽しくなかった」
と回答した児童はいなかった。
　「朝の運動をするようになって前より運動
が好きになりましたか？」（表５）という問
いに対して，「①とても好きになった」と回
答したのは19名であり，「②好きになった」
と回答したのは５名であり，「③とてもきら
いになった」と回答した児童はいなかった。
　以上の結果から，１年生は朝運動に対して
好意的にとらえ朝運動を有意義な運動の時間
として活動していたことより，今年度の朝運
動プログラムは１年生にとって適したプログ
ラム内容だったといえる。
　「朝の運動をするようになって生活の仕方
がどのように変わりましたか？」（表６，複
数回答可）という問いに対して，「①いつも
より朝食をとるようになった」と回答したの
が18名，「②自分で起きられるようになった」
が，18名，「③体を動かして遊ぶことが多く
なった」が22名，「④前より勉強がおもしろ
くなった」が17名，「⑤遊ぶ友だちがふえた」
が15名，「⑥学校に行くのが楽しくなった」
が20名，「⑦その他」では，「風邪をひかなく
なった」などの回答が12名であった。
　この質問から朝の運動プログラムを通し
て，子どもたちは生活習慣の見直し，改善を
表４　朝の運動は楽しかったですか？
 （１年生）
選択肢 人　数
①とても楽しかった 21
②楽しかった 3
③楽しくなかった 0
回答なし 1
表５　朝の運動をするようになって前より運
動が好きになりましたか？
 （１年生）
選択肢 人　数
①とても好きになった 19
②好きになった 5
③きらいになった 0
表７　朝運動の回数はどうでしたか？
選択肢 人　数
①もっと多くやりたかった 14
②ちょうどよかった 7
③多すぎた 0
③回答なし 2
表８　体育の授業のほかに１時間以上運動する
日が１週間に何回ありますか？（体育授
業や少年団・運動教室・自由遊びなど）
選択肢 人　数
①スポーツ少年団 8
②運動教室 33
③自由遊び 39
④その他の運動遊び 26
表６　朝の運動をするようになって，生活の仕
方がどのように変わりましたか？
 （１年生）
選択肢 人　数
①いつもより朝食をとるようになった 12
②自分で起きられるようになった 19
③体を動かして遊ぶことが多くなった 12
④前より強強がおもしろくなった 14
⑤遊ぶ友だちがふえた 14
⑥その他 0
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が，５名，「③体を動かして遊ぶことが増えた」
が７名，「④勉強がおもしろくなった」が０
名，「⑤遊ぶ友達関係が深くなった」が７名。
「⑥学校に行くのが楽しくなった」５名。「⑦
低学年と交流することがある」が18名。「⑧
その他」変わらなかったが１名。
　この質問から朝の運動プログラムを通し
て，子どもたちは「異学年交流の機会」が増
加したといえる。
　「来年もJr.Lとして参加したいですか？」
（表13）という問いに対して，「①したい」と
回答したのが12名,「②したくない」と回答
したのが３名，「③その他」が０名，「④回答
なし」が７名だったが全員６年生であり、「中
学生になるからできない」との回答があった。
「②したくない」と回答した児童が３名いた
ことは非常に残念である。今年度のプログラ
図ることが出来たといる。運動習慣が生活習
慣に大きく影響したことが考えられる。
　「朝運動の回数はどうでしたか？」（表７）
という問いに対して，「①もっと多くやりた
かった」と回答したのが14名，「②ちょうど
よかった」と回答したのが７名，「③多すぎた」
と回答した児童はいなかった。
２）Jr.Lへのアンケート
　Jr.Lへのアンケートの結果を表９～13に示
す。
　「朝の運動は楽しかったですか？」（表９）
という問いに対して，「①とても楽しかった」
と回答したのが18名,「②楽しかった」と回
答したのが５名，「③楽しくなかった」と回
答したのが０名だった。
　「１年生と一緒に運動するのは楽しかった
ですか？」（表10）という問いに対して，「①
とても楽しかった」と回答したのは14名,「②
楽しかった」と回答したのは７名,「③楽し
くなかった」と回答したのが２名であった。
　「１年生に運動を指導することは楽しかっ
たですか？」（表11）という問いに対して，「①
とても楽しかった」と回答したのは８名,「②
楽しかった」と回答したのは12名,「③楽し
くなかった」と回答したのが３名であった。
　以上の結果から，Jr.Lは朝運動に対して好
意的にとらえていた。今年度のプログラム内
容は１年生にとっては適していたが，Jr.Lに
対しては，少し難易度が低く物足りなさを感
じていた可能性がある。
　「朝の運動をするようになって生活の仕方
がどのように変わりましたか？」（表12，複
数回答可）という問いに対して，「①いつも
より朝食をとるようになった」と回答したの
が１名，「②自分で起きられるようになった」
表９　朝の運動は楽しかったですか？
　　　 （Jr.L）
選択肢 人　数
②とても楽しかった 18
②楽しかった 5
③楽しくなかった 0
表10　１年生と一緒に運動するのは楽しかっ
たですか？ （Jr.L）
選択肢 人　数
①ても楽しかった 16
②楽しかった 7
③楽しくなかった 2
表11　１年生に一運動を指導することは楽し
かったですか？ （Jr.L）
選択肢 人　数
②ても楽しかった 8
②楽しかった 12
③楽しくなかった 3
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ム内容は１年生に焦点を合わせたものであ
り，Jr.Lには１年生を補助する立場となる場
面が多く，思い切り体を動かす機会が少なか
ったことが原因ではないかと考えられる。来
年度以降のプログラム改善の必要性が示唆さ
れた。
３）保護者へのアンケート
　「朝の運動プログラム」の全日程が終了後
に，保護者を対象としてアンケート調査を実
施した。１年生の保護者16名，Jr.Lの保護者
６名が回答した。
　「お子様は，朝の運動を楽しみにして参加
している様でしたか？」という問いに対し，
「とても楽しみにしていた」と回答したのは
１年生６名で，Jr.L ４名だった。「少し楽し
みにしていた」と回答したのが，１年生６名，
Jr.L ２名であった。「あまり楽しみにしてい
なかった」と回答したのが１年生１名，Jr.L
０名。「どちらともいえない」と回答したのが，
１年生３名であった。
　「ご家庭で「朝の運動」のことについて話
題になることがありましたか？」の問いに対
し，「よく話題になった」と回答したのが，
１年生１名，Jr.L ２名であった。「ときどき
話題になった」と回答したのが，１年生11名，
Jr.L ３名であった。「全くなかった」と回答
したのが，１年生３名，Jr.L ０名であった。
　「朝運動を実施してお子様の様子に変化が
みられましたか？」（自由回答）に対しては，
「自分で時間を気にしながら朝の支度をして
いた」,「早起きになった」,「張り切って登校
するようになった」,「体を動かす楽しさをし
ったよう」,「自信や責任感がついたようにみ
える」などの意見があった。
　以上のことから，参加児童は「朝運動のプ
ログラム」を楽しみにしていたといえる。ま
た,朝運動が生活習慣の改善につながったと
考えられる。
４）担任教員へのアンケート
　「朝の運動プログラム」の全日程が終了後
に，教員を対象としてアンケート調査を実施
した。１年生の学級担任２名，ジュニアリー
ダーの担任４名が回答した。
　「児童は，朝の運動を楽しみにして参加し
ている様でしたか？」という問いに対し，「と
表12　朝の運動をするようになって，生活の
仕方がどのように変わりましたか？
 （Jr.L）
選択肢 人　数
①いつもより朝食をとるようになった 1
②自分で起きられるようになった 5
③体を動かして遊ぶことが多くなった 7
④強強がおもしろくなった 0
⑤遊ぶ友達関係が深くなった 7
⑥学校へ行くのが楽しくなった 5
⑦低学年と交流することがある 18
⑧その他 1
表13　来年もジュニアリーダーとして参加し
たいですか？ （Jr.L）
選択肢 人　数
①したい 12
②したくない 3
③その他 0
④回答なし 7
表14　体育の授業のほかに１時間以上運動する
日が１週間に何回ありますか？（体育授
業や少年団・運動教室・自由遊びなど）
 （Jr.L）
選択肢 人　数
②ポーツ少年団 26
②運動教室 23
③兄弟や友達との運動遊び 37
④その他の運動遊び 23
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ても楽しみにしていた」と回答したのは１年
生担当教員２名で，Jr.L担当教員２名だった。
「少し楽しみにしていた」と回答したのが，「ど
ちらともいえない」と回答したのが，Jr.L担
当教員１名であった。
　「朝運動を実施して児童の学校生活の様子
に変化がみられましたか？」（自由回答）に
対しては，「朝すっきり目が覚めて学習に取
り組むことができた」（１年），「ジュニアリ
ーダーや大学生との関わりを楽しみにしてい
ました」（１年），「一年生と顔見知りになり
休み時間に一年生と遊ぶ姿がみられました」，
「より一層運動好きになったと思います」，「リ
ーダーとして取り組まなければならないとい
う責任感が出てきた」などの意見があり、朝
運動を通して異学年交流やリーダー性の育成
などに貢献できたと考える。
まとめ
　平成25年５月～12月まで全33回（うち体
力測定２回）の「朝の運動プログラム」を江
別市内のＡ小学校の１年生28名，Jr.L17名を
対象として実施した。
　プログラム前後の体力測定の結果，１年生
男子に関しては、多くの項目で改善がみられ
たが、女子に関しては、平均値が低下した項
目もあった。今年度は１年生の参加回数が例
年と比較して約半分であり、そのことが影響
したといえる。
　また，児童のアンケートからは，１年生
は比較的朝運動を好意的にとらえていたが，
Jr.Lにおいては否定的にとらえていた児童が
いたことは，今後，プログラムの改善の必要
性が示唆される。今回は走・跳運動を多く取
り入れプログラム全体通しバランスよく組み
合わせた。１年生にとって適切なプログラム
だったといえる。しかし，Jr.Lにとっては難
易度の低いものであった可能性がある。
　来年度もこのプログラムは継続実施される
ことが決定しているので，プログラムの見直
しをはかり，子どもたちが意欲的に興味を持
って取り組めるようなプログラム開発とその
効果を検証していきたい。
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